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産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業　中部地域大学グループ幹事校
　１１月１７日、名古屋商科大学伏見キャンパ
スにおいて、標記会議が開催されました。本会
議は、文部科学省補助金「産業界のニーズに対
応した教育改善・充実体制整備事業」において、
本学が幹事校となり、中部地域の国公私立２３
大学が協働して地域・産業界と連携し、教育改
善を行うことを目的としたものです。アドバイ
ザリーボード委員２名を含む５４名が参加し、
株式会社大学改革代表取締役の角方正幸氏から
の基調講演の後、取組テーマ毎に別れたグルー
プ会議では活発な意見交換が行われました。

名誉博士称号授与式
　１１月２６日、学長室にて、ノーベル平和賞受賞者で
あり、東ティモール民主共和国の大統領や首相などを歴
任されたジョセ・ラモス＝ホルタ氏への標記授与式を挙
行しました。同氏は本学の教員と学生が２０１１年から
ＪＩＣＡに協力し実施している東ティモールの植林活
動について多くの支援とアドバイスを行うなど、平和・
環境活動や国際交流の発展に多大な業績があり、本学の
教育研究上顕著な功績があるとして、教育研究評議会で
本学として２人目となる名誉博士の称号授与が承認さ
れました。同氏は「平和・環境活動について評価され、
非常に名誉なことである」と話されました。

第２回三重大学大学院工学研究科における持続可能社会のための国際シンポジウム
　１１月１日及び２日、工学研究科及び講堂小ホール
などにおいて、標記シンポジウムが開催されました。
工学研究科は、産業界・学生・社会からのニーズに応
え、世界に通用する高度専門産業人材の育成を目指し
ています。今回のシンポジウムは、この人材育成の一
環として、欧米諸国などからの招聘研究者による招待
講演や大学院生らの英語による論文発表などがありま
した。シンポジウム全体では、約４００名の参加があ
り、今後も海外研究者との交流拡大を通じて、国際的
な人材を育成する活発な取り組みが期待されます。
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25日21～26日 29日

　新たにホスト校に加わったボゴール
農科大学にて開催された標記シンポジ
ウムに本学の学生１５名と教員５名が
参加し、論文発表などが行われました。

第１９回３大学ジョイントセミ
ナー＆シンポジウム

　新外来・診療棟の新築工事について、
工事の安全などを祈念する安全祈願祭
が大学関係者や工事関係者など約４０
名の出席のもと、挙行されました。

附属病院外来・診療棟新営その
他工事の安全祈願祭

　初の標記会議が名古屋大学において
開催され、日・イから61大学の学長ら
が参加し、本学からは内田学長及び国
際交流担当の朴理事らが参加しました。

日本・インドネシア学長会議

31日 6日 10～11日

12日 15～16日 19日

　教職員・学生約１００名が参加した
標記訓練では、消火栓・消火器を用い
た消火訓練や津波を想定した校舎屋上
への避難訓練などが行われました。

教育学部・生物資源学部の合同
防災訓練

　５７名の方に文部科学大臣からの感
謝状が伝達されました。平成２３年度
は、１８４柱の方が医学教育発展のた
めにご献体いただきました。

医学部解剖体感謝式及び献体者に
対する文部科学大臣感謝状伝達式

　標記研究紹介及び見学会に参加した
地域企業など約５０社・１００名は、
希望する研究領域の研究室を見学し、
研究内容の説明に耳を傾けていました。

三重大学大学院工学研究科研究
紹介及び見学会

　教育学部附属教育実践総合センター
と交流がある標記大学のエドガー・ケ
スラー学長が教育学部で講演を行うた
めに来学し、学長を表敬訪問しました。

フライブルクカトリック大学エド
ガー・ケスラー学長が表敬訪問

　講堂にて開催された標記大会には、
実験や工作など３４のブースが出展さ
れ、２２６２名の方々に科学の楽しさ
を知ってもらう良い機会となりました。

「青少年のための科学の祭典」
第１０回三重大学大会

10月

男女共同参画講演会 “Ｂｅ
Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ！”
　組織のなかで活かされる個性とチー
ムワークをテーマに光機械製作所西岡
社長が講演され、教職員約100名はプ
ロ意識を考える良い機会となりました。

11月

１０/２９	 三重大学メンタルヘルス集中セミナー「心の健康と睡眠について」が行われました。
	 ＜学生サービスチーム＞
１１/６	 医学部構内の医礎の庭にて、実験動物感謝式が挙行されました。＜研究支援チーム＞
１１/１６	 平成２４年度労働安全衛生講演会が開催され、約９０名の教職員・学生が参加しました。＜職員チーム＞
１１/１７、１８	 生物資源学研究科公開講座「森林科学の未来とこれからの森林管理・保全・資源利用」が開催されました。
	 ＜生物資源学研究科チーム＞
１１/２３、２４	 三重大学祭２０１２「三重力～Miembers」が開催されました。＜学生サービスチーム＞
１１/２７	 	三重テレビ放送「きらめく群像～三重大学の財～」第８回「人文学部」が放送され、樹神学部長、後藤教

授、山田教授、吉田教授が出演しました。＜総務チーム広報室＞


